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研究成果の概要（和文）：　本研究は、東アジア近現代史研究者の共同研究を通じて、(1)東洋文庫に所蔵する
「モリソンパンフレット」の利用環境を整え、(2)「モリソンパンフレット」およびその関連資料を活用した新
しい東アジア近代史研究の知見を発信する、という二点を目的としている。
　(1)の課題に関しては、東洋文庫所蔵「モリソンパンフレット」の目録・解題作成作業を進め、およそ800件分
を完成させており、同時に、東洋文庫で「モリソンパンフレット」資料のデジタル化・一般公開を推進してい
る。(2)については、「モリソンパンフレット」を活用した共同研究の成果として、論集『モリソンパンフレッ
トの世界Ⅱ』を編集刊行した。

研究成果の概要（英文）：　This research project aimed at two points. The first point was to 
establish an environment for more effective utilization of the George Morrison Pamphlet Collection, 
by creating a database with summaries in English of the items in the Pamphlet Collection. Over the 
course of the project, we finished summarizing more than 800 items in the Pamphlet Collection. 
　The second point was to promote researches to utilize the items in the Pamphlet Collection. 
Through the efforts to explore many items, we have discovered the value and the potential of the 
Pamphlet Collection as an appealing and informative historical resources. We have written articles 
and essays not only on academic journals, but we have also jointly published a book on modern East 
Asian history that contains our research papers utilizing the Pamphlet Collection. We have thus 
achieved the above-stated objectives of the research project that demonstrates the value and 
potential of the Pamphlet Collection.

研究分野： 近代中国外交史
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１． 研究開始当初の背景 
 
本研究課題は、東洋文庫所蔵「モリソン文

庫」の白眉と称される「モリソンパンフレッ
ト・コレクション」（以下、パンフと略称す
る）が、その歴史資料としての貴重性と有用
性にもかかわらず、なお十分に研究に活用さ
れていない現状への危機意識に立脚して企
画された。 
パンフの蒐集者である G. E. モリソンは、

19 世紀末から 20 世紀初頭にかけて、『タイ
ムズ』紙通信員として、また中華民国政府顧
問として、中国・北京に滞在し、当時の東ア
ジアをめぐる世界情勢に対する旺盛な関心
にもとづき、おびただしい欧文書籍を蒐集し
た。そのなかでもパンフは、同時代の東アジ
アの諸事件を世界の動向と関連づけてとら
えるモリソンの鋭い時事的関心が貫いてお
り、パンフ資料は東アジア近現代史研究に存
分に活用されるべき資料的価値を有してい
る。 
 
２． 研究の目的 
 
本研究課題は、以下の 2 点を主要な目的と

している。 
まず上述のとおり、高い可能性をもちなが

ら、これまで十分に活用されてこなかったパ
ンフの総合的・有機的な利用環境を整え、公
開に資する。 
第二に、G. E. モリソンの東西世界を見る

複眼的なまなざしが貫徹しているパンフ資
料を実地に東アジア近現代史研究に活用す
る。 
そうした作業を通じて、極東の政治外交の

諸問題に対するマクロ・グローバルな観点と
民間の社会経済の側から照らし出されるミ
クロ・ローカルな諸問題に対する視座とを組
み合わせた新しい東アジア近現代史研究の
実例を提示して、世界に発信する。 
なお本研究課題は JSPS23320150 の継続

をなし、そこで追究されたパンフ資料の公
開・研究をいっそう推進することを企図して
いる。 

 
３． 研究の方法 
 
本研究課題は、以上に述べた研究目的に即

して、主として二つの方向ですすめられた。 
第一に、パンフを閲覧、研究する研究者の

利便性に資するため、書誌情報に加えて英文
による概要紹介をも含むカタログを作成す
る。合わせて、約 6,000 件にのぼるパンフレ
ットをすべてデジタル画像化し、公開にそな
える。 
第二に、研究代表者、および研究分担者が

各人の研究の関心・テーマに即して、パンフ
資料を検索蒐集､活用した研究をおこなう。
その作業を通じて、零細で雑多なパンフ資料
を他の資料群と有機的に関連させつつ、新た

な歴史研究を進める方法を具体的に提示で
きる。 
 
４． 研究成果 
 
上述の二つの研究方法に分けて、研究成果

について記述したい。 
パンフのデジタル画像化およびその公開

については、JSPS23320150 から継続した作
業となっており、東洋文庫の規則と手順にし
たがってパンフ資料をデジタル・データベー
ス化し、共同研究者の利用に供することが可
能となりつつある。その公開方法については、
なお慎重な検討を必要とするものの、作業は
着実な進行をみている。 
またこの公開にともなうパンフ資料に対

する英文の概要紹介作成も、JSPS23320150
から継続した作業であり、一定のペースで進
んでいる。パンフ資料を検索し資料として活
用するにあたりきわめて有効となりうるも
ので、現在およそ 1,000 件を下らない数にの
ぼっており、こちらも以後、東洋文庫の規則
と手順にしたがいつつ、作業を継続させてゆ
く予定である。 
次にパンフ資料を活用した研究について

である。研究代表者および研究分担者は、3
年間の研究期間を通じ、各人の関心およびテ
ーマに即してパンフを検索蒐集し、パンフ資
料を他の資料と関連させて活用し、どのよう
な研究が可能かを試みてきた。それらの研究
成果は､ほぼ年 2～3回のペースで開催された
全体研究会の場で随時報告を受け、研究会メ
ンバーの間で共有されただけでなく、後述す
るように､各人が個別に発表した雑誌論文、
著書、学会報告などを通じて、広く公になっ
ている。 
また研究会全体としては、本研究期間中に

論集『モリソンパンフレットの世界Ⅱ』（東
洋文庫論叢 79）を編集刊行した。すでに
JSPS23320150 の研究期間中、同名の論集を
出したことがあって、その続編である。コン
セプトもやはり継続しており、パンフ資料を
活用した本格的研究の具体例とする位置づ
けである。内容は前論集から少し視野をひろ
げて、モリソンとその活動・コレクションに
まで目配りの行きとどいた議論になってお
り、前論集とともに、国内外の研究者の注目
を浴びた。それを具体的な題材に、シンポジ
ウムも開催して、その成果をひろく一般に還
元もしたのである。 
以上に述べたとおり、3 年の研究期間、研

究代表者および研究分担者が多数発表して
きた研究成果は、東アジア近現代史研究を牽
引するすぐれたものであり、そうした研究に
使われたパンフ資料は、当該分野の歴史研究
において、豊かな可能性を持つことを具体的
に提示したといえるだろう。 
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